






















































































































































































































































































































































































日新聞』1921 年 2 月 16 日～ 20 日）、「月夜と眼
鏡」（『赤い鳥』、赤い鳥社、1922 年 7 月）、「野薔
薇」（『小さな草と太陽』、赤い鳥社、1922 年 9 月）


































































































































































































































































































































12）『童話の花束』（第 38 回 JOMO 童話賞作品集）収録
13） 宮崎駿は『本のとびら―岩波少年文庫を語る』（岩波
新書 1332、2014）で、「生まれてきてよかったんだ、
生きていていいんだ、というふうなことを、子ども
たちにエールとして送ろうというのが、児童文学が
生まれた基本的なきっかけだと思います。」（p.163 ）
と述べる。
14）中公新書 1403、1998、（p.194）
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